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　1994年ごろのことです。当時東京工業大学の
助手だった私は、国際教育協力の専門家になる
ための養成研修を受けていました。その中の1コ
マに、「NGOの教育協力」というセッションがあ
り、「曹洞宗国際ボランティア会」の方がお話に
来てくださったのを覚えています。おそらく、こ
れが私がシャンティを知る最初のきっかけだっ
たと思います。
　1995年以降、20年以上にわたって、私はアジ
ア、アフリカの各地で教育協力、特に基礎教育
分野への協力に、事業形成、評価、専門家、開
発調査、研修受け入れなど、様々な形でかかわ
ることになりました。気がつけば、大学では「教
育開発論」や「国際教育協力論」を担当する教員
になっていました。
　現在私が勤務するお茶の水女子大学は、日
本で最初の幼稚園が附設された学校であったこ
とから、幼児教育に関して長い伝統があり、幼
児教育の国際協力にも積極的です。私自身も、
シャンティがカンボジアで展開する幼児教育の

調査（写真）やアフガニスタン向けの絵本作成な
どでご一緒することができ、多くのことを学ばせ
ていただきました。
　現在、教育界では非認知スキル（意欲や忍耐
力、社会性等の総称）が注目されています。非
認知スキルは幼児期に大きく伸びると考えられ
ており、世界的にも幼児教育への関心が高まっ
ています。また、2018年、シャンティが事務局
を務めるJNNE（教育協力NGOネットワーク）主
催のセミナー「教育の質と非認知的スキル」にて、
講師をさせていただきました。多くの方々に参
加をいただき、教育協力において非認知スキル
への関心が高まっていることを実感しました。本
の読み聞かせは子どもの向社会性（思いやり）を
高めるといわれており、幼児教育も含め、シャン
ティの事業は、非認知スキルに関係するものが
多いと感じています。学力や識字能力といった
「認知スキル」のみならず「非認知スキル」への
効果という点からも、今後のシャンティの教育協
力に期待しています。

巻
末
言

教育協力と
 「非認知スキル」の向上
シャンティ国際ボランティア会

理事　浜野  隆
お茶の水女子大学 基幹研究院 人間科学系 教授 カンボジアの幼稚園での読み聞かせ（2007年撮影）

絵本を
届ける運動

20周年

特 集



日本からカンボジアへ届けられた絵本。
ボロボロになるまで何度も読まれています。
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今号の表紙
プノンペン市内の小学校で
2019年撮影
©Yoshifumi Kawabata
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1
9
9
9
年
に
開
始
し
た
「
絵
本
を
届
け
る

運
動
」
は
「
自
分
が
携
わ
っ
た
絵
本
を
子
ど
も

た
ち
へ
届
け
て
あ
げ
ら
れ
る
か
ら
」
と
多
く
の

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
、
よ
り
多
く
の
絵
本
を
子
ど
も

た
ち
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
個
人
、企
業
、学
校
の
み

な
さ
ま
、
絵
本
の
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
修
正

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
、「
絵
本
を
届
け
る

運
動
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
全
て
の
み
な
さ

ま
の
お
か
げ
で
、
ア
ジ
ア
の
国
々
に
約
31
万
冊

の
絵
本
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
に
参
加
す

る
人
々
の
想
い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

3 2
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絵本を
届ける運動
　　  周年

特 集
「
お
菓
子
よ
り
絵
本
が
い
い
、
お
菓
子
は
す
ぐ
に
な

く
な
る
け
ど
、
絵
本
は
何
度
で
も
読
め
る
か
ら
」

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
活
動
を
開
始
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
、
あ
る
少
女
が
言
っ
た
言
葉
で
す
。

　
世
界
に
は
紛
争
や
貧
困
が
理
由
で
、
学
校
に
通

う
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
、
家
計
を
助
け
る
た

め
に
ゴ
ミ
集
積
場
な
ど
厳
し
い
環
境
で
働
く
子
ど

も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
生
ま

れ
育
ち
、
外
の
世
界
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
。

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
で
も
1
冊

の
絵
本
が
教
え
て
く
れ
る
、
知
ら
な
い
世
界
を
知

る
ド
キ
ド
キ
、
時
間
を
忘
れ
て
夢
中
に
な
る
楽
し

さ
、
た
く
さ
ん
の
物
語
や
言
葉
を
知
る
喜
び
に
出

会
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
絵
本
が
不
足
し
て
い
る

国
や
地
域
に
日
本
か
ら
翻
訳
絵
本
を
届
け
る
「
絵

本
を
届
け
る
運
動
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
1
9
9
9
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
の
2
カ

国
に
届
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み

は
現
在
、
5
か
国
6
地
域
に
広
が
り
、
こ
れ
ま
で
に

2
6
6
タ
イ
ト
ル
、
31
万
2
2
3
6
冊
の
絵
本
を
届

け
ま
し
た
。
日
本
の
絵
本
に
現
地
語
の
訳
文
シ
ー
ル

を
貼
り
、
翻
訳
絵
本
を
作
る
こ
の
活
動
に
参
加
し
た

人
は
こ
れ
ま
で
に
24
万
人
を
越
え
ま
す
。
近
年
は
、

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
達
成
の
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
毎
年
2
0
0
を
超

え
る
企
業
団
体
に
ご
参
加
頂
い
て
い
ま
す
。
　

　
届
け
て
き
た
絵
本
は
親
か
ら
子
へ
と
愛
さ
れ
て

き
た
タ
イ
ト
ル
が
多
く
、「
子
ど
も
た
ち
が
昔
好
き

だ
っ
た
絵
本
を
選
び
ま
し
た
。
大
学
生
の
娘
と
一

緒
に
取
り
組
み
ま
す
」「
こ
の
絵
本
が
遠
い
国
の
子

ど
も
た
ち
の
元
へ
届
く
の
だ
と
想
像
す
る
と
わ
く

わ
く
し
ま
す
」「
子
ど
も
の
中
学
校
入
学
を
記
念

し
て
家
族
で
参
加
し
ま
し
た
」
な
ど
、
翻
訳
絵
本

作
り
を
通
し
て
、
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
こ
れ
か
ら
も
、
絵
本
を
知
ら
な

い
子
ど
も
が
少
し
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
、
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

タイ
（ミャンマー移民）

アフガニスタン

ラオス

カンボジア

ミャンマー難民

ミャンマー

168,660冊

64,936冊
16,449冊

45,129冊

4,371冊

12,691冊

届けた絵本合計
312,236冊（2018年末まで）

＝ 4,000冊

「絵本を届ける運動」を通じて届けた絵本の冊数

©Yoshifumi Kawabata
「ぐりとぐら」福音館書店
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1
9
9
9
年
に
作
ら
れ
た
翻
訳
絵

本
3
4
8
5
冊
が
日
本
を
出
発
し
た
の

は
、
2
0
0
0
年
の
2
月
で
し
た
。
そ

の
年
の
3
月
末
、
記
念
す
べ
き
最
初
の

絵
本
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
の
事
務

所
に
届
き
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
初

め
て
絵
本
を
届
け
た
小
学
校
の
一
つ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
カ
ン
ダ
ー
ル
州
ス
ダ

オ
・
コ
ン
ラ
エ
ン
小
学
校
で
、
先
生
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
を
見
た
当
時
の
シ
ャ

ン
テ
ィ
職
員
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い

ま
す
。

 

「
先
生
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し

ま
し
た
。
子
ど
も
は
引
き
込
ま
れ
る
よ

う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間

子
ど
も
の
心
に
は
、
豊
か
な
楽
し
い
ひ

と
と
き
が
流
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
お
は
な
し
は
子
ど
も
た
ち
の
心
を

ひ
き
つ
け
る
。
何
よ
り
も
、
苦
し
い
生

活
の
な
か
、
図
書
館
活
動
を
熱
心
に
、

真
剣
に
考
え
る
先
生
た
ち
が
、
読
み

聞
か
せ
を
続
け
、
活
動
を
作
り
上
げ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。『
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
を
感
じ
て
く
れ
る

こ
と
が
最
大
の
効
果
な
の
で
す
』

と
語
っ
た
先
生
の
た
め
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
日
本
で
集
め
た

絵
本
が
役
に
立
て
ば
う
れ
し
い

限
り
で
す
」（
シ
ャ
ン
テ
ィ
1
9
1
号

2
0
0
0
年
よ
り
引
用
）

　
ス
ダ
オ
・
コ
ン
ラ
エ
ン
小
学
校

に
は
、
当
時
届
い
た
絵
本
が
今
も

本
棚
に
大
切
に
並
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ロ

ボ
ロ
の
ペ
ー
ジ
は
図
書
館
員
に
よ
っ
て

何
度
も
修
復
さ
れ
、
シ
ー
ル
が
は
が
れ

た
ペ
ー
ジ
に
は
、
先
生
が
作
っ
た
手
書

き
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
先
生
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ

た
絵
本
が
、
今
も
子
ど
も
た
ち
に
力
を

与
え
て
い
ま
す
。

絵
本
が
拓
く

子
ど
も
た
ち
の
未
来

就業先で「絵本を届ける運動」を知り、絵本の
シール貼りイベントに参加したのが最初のきっ
かけです。子どもの頃に読んだ絵本を改めて手
にすることがすごく新鮮でした。自分のペース
で1冊から、作業量・言語も選べること、寄付金
とは違い手仕事で目に見える形に残ったものを
届けるので気軽に参加しています。届ける絵本
は、日本でも愛されているロングセラーの絵本
から、科学絵本まで、現地のリクエストに合わせ
て選んでいると聞きました。
年を追うごとに必要とされ
る絵本が変化していること
を感じています。

我が社では、社員一人ひと
りの社会貢献への意識を高
めるため、昼休みを利用し
たボランティア活動を毎週
行っています。「絵本を届け
る運動」は2005年から参加

し、社内で開催する他、夏休みには社員が自宅
で家族と一緒に取り組む「ファミリーボランティ
ア」として行うなど、ボランティア初体験となる
子どもたちにも手軽に行える工夫をし、好評を
得ています。2019年度は北海道から九州まで
の国内6拠点で1,600冊製作する予定です。

池永美貴さん

2013年より
絵本を届ける運動に参加。
現在はボランティアとしても
協力している。

横浜市立平楽中学校では、
厚生活動の一環として約20
年間、「絵本を届ける運動」
に参加させていただいてい
ます。自分のためではなく、
人のためということで気持
ちを込めて作成することを意識して取り組んで
います。これからも相手のことを考えることが
できる人間育成を目指して、「絵本を届ける運
動」に参加させていただけたらいいなと思って
います。

横浜市立
平楽中学校厚生委員会

主にキャップや
ベルマークの回収を行う。

三菱商事株式会社

世界約90カ国の拠点と
協働しながら
ビジネスを展開しています。

2004年に支援をしていた地元の幼稚園・保育
所に絵本を贈呈するため、市の教育機関を訪れ
た際、「絵本を届ける運動」のポスターが目に留
まり、困難な環境にある難民キャンプの子ども
たちに希望を与える素晴らしい活動に参加する
ことに致しました。以来、毎年参加し、300冊余
りの絵本を難民キャンプに届け、夢と希望を与
えてくれたことをとても嬉しく思っています。今
年は絵本を作るイベントを開催し、「絵本を届

ける運動」を多くの方に知っ
て頂き、遠い国の子どもたち
の喜ぶ笑顔を思い浮かべな
がら作業をしました。

届
け
る
想
い

絵本を届ける運動　　 周年特 集

最初に届けられた学校の一
つ。スダオ・コンラエン小学校
での読み聞かせの様子

今も当時の絵本が並ぶ本棚
 （2019年3月撮影：川畑嘉文）

図書館員による読み聞かせ
 （2019年3月撮影：川畑嘉文)

お気に入りの本とグリエム・
ドーアくん（小学6年生：13歳）
 （2000年5月）

活動を支える
パートナーの
みなさん

参 加 人 数 ：のべ247,281人
参 加 団 体 ：企業・団体1,245件
届けた絵本 ：266タイトル／34社

国際ソロプチミスト亀岡

子どもたちの
より良い教育・環境
受けるための支援を
テーマに活動をしている。

2000年

2019年
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▼ 

各
国
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

　
合
っ
た
絵
本
を

 

「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
を
通
じ
て

届
け
る
絵
本
は
、
各
国
事
務
所
か
ら

「
こ
ん
な
テ
ー
マ
・
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
本

が
欲
し
い
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
受

け
て
選
定
し
ま
す
。
各
事
務
所
の
活
動

内
容
や
絵
本
を
届
け
る
地
域
の
対
象

年
齢
、
文
化
的
背
景
な
ど
に
応
じ
て
必

要
な
絵
本
は
異
な
り
ま
す
。
各
事
務
所

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
、
東
京
事

務
所
の
「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
担
当

ス
タ
ッ
フ
が
手
分
け
し
て
書
店
や
図
書

館
を
巡
っ
て
絵
本
を
探
し
ま
す
。

▼ 

絵
本
を
選
ぶ
基
準

　
絵
本
を
選
ぶ
際
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト

に
注
意
し
て
い
ま
す
。

ひまわり
(金の星社)

たべもののたび
(童心社)

にじ
(福音館書店)

むこう岸には
(ほるぷ出版)

いいことをした
ぞう
(偕成社)

うずらちゃんの
たからもの
(福音館書店)

風をつかまえた
ウィリアム
(さ・え・ら書房)

ねずみくんおお
きくなったらな
にになる？
(ポプラ社)

あいたい友だち
(佼成出版社)

ねずみの
かいすいよく
(ひさかたチャイルド)

しっぽの
はたらき
(福音館書店)

とりになった
きょうりゅうの
はなし
(福音館書店)

シャンティの活動する国々では、出版数の少な
いジャンルのひとつです。副読本のような本が
求められ、学校の先生が教科書の代わりに使用
することもあります。

科  学

難民キャンプやスラムなど、得られる情報が限
られた環境で暮らす子どもたちに、外の世界を
伝え、さまざまな将来の選択肢や職業の多様さ
を知ることができる重要なテキストになってい
ます。

外国文化

動物が登場したり、動物が主人公のストーリー
は子どもたちに人気です。動物がかわいくデ
フォルメされた絵本より、より本物に近く描かれ
た絵本が人気です。

動  物

友達を大切に思う、両親を敬うなど人や社会と
の関わり方を自然に学べるような絵本です。中
にはアイデンティティを描いた深いメッセージ
を持つ絵本もあります。

人間関係

１
）
擬
態
語
・
擬
声
語
が
少
な
い
こ
と

２
）
レ
イ
ア
ウ
ト

３
）
著
作
権
者
の
承
諾
を
得
ら
れ
る
か

　
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
呼
ば
れ
る
「
ニ
コ
ニ
コ
」

や
「
こ
け
こ
っ
こ
ー
」
な
ど
の
言
葉
は
、

現
地
語
で
訳
し
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
文
章
と
絵
の
間
が
狭
す
ぎ

た
り
、
貼
る
場
所
が
多
す
ぎ
る
絵
本
は
、

訳
文
シ
ー
ル
を
貼
る
の
が
難
し
く
な
る

た
め
選
べ
ま
せ
ん
。一
番
大
切
な
こ
と
は
、

出
版
社
や
著
者
の
許
可
を
も
ら
え
る
か

ど
う
か
で
す
。
絵
本
に
シ
ー
ル
を
貼
る

こ
と
は
著
作
物
の
改
変
に
当
た
る
た
め
、

著
作
権
者
の
許
諾
が
必
要
で
す
。

▼
著
作
権
者
と
の
取
り
決
め

　
海
外
へ
届
け
る
絵
本
は
す
べ
て
出
版

社
を
通
し
て
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
に
、
①
日
本
語
か
ら

各
言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
　
②
訳
文

シ
ー
ル
を
作
成
し
て
絵
本
に
貼
り
付
け

る
こ
と
　
③
訳
文
シ
ー
ル
の
貼
り
付
け

た
絵
本
を
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
事
業
地
や
公

共
図
書
館
・
学
校
図
書
室
な
ど
公
共
の

ス
ペ
ー
ス
で
使
用
す
る
こ
と
な
ど
の
許

可
を
得
て
い
ま
す
。

届けた絵本の代表的な
テーマ・ジャンル

絵本を届ける運動　　 周年特 集

ど
ん
な
絵
本
が

届
け
ら
れ
て

い
る
の
か

絵
本
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
へ

©Yoshifumi Kawabata
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 『ガンピーさんのふなあそび』
1976年に刊行され、今もた
くさんの人に愛されている
この絵本は、子どもだけで
なく、大人に向けたメッセー
ジも込められています。舟
がひっくり返るアクシデント
に、ガンピーさんはどうしたでしょうか。子どもたち
に「お茶にしようか」と言うのです。描かれているの
は、天真爛漫な子どもの特性を理解していたずらに
怒らず、広くて深いふところに包み込む度量を持っ
た大人の姿です（とはいえ、描かれてはいませんが
子どもたちは謝ったにちがいありません）。暖かい
陽ざしの下でお茶を飲みながら、濡れた服が乾く頃
には、みんなすっかり穏やかな気持ちに。この素敵
な絵本を、これからも多くの人に手渡していきたい
と思っています。

▶出版社紹介
ほるぷ出版

創業50周年。翻訳絵本や
国内の創作絵本を刊行しています。

株式会社 ほるぷ出版
営業部宣伝課 課長
大久保こずえさん

 『おおきなかぶ』
『おおきなかぶ』は、世
界的に有名な彫刻家・佐
藤忠良さんによって描か
れました。戦後４年間ロ
シアで捕虜生活を送られ
た佐藤先生ならロシアの
人々の本当の姿を描いてくださるにちがいないと、
当時編集を担当した松居直（現在福音館書店相談
役）が考えたからです。佐藤さんは、捕虜生活は
厳しかったものの、市井のロシア人の人間的な温か
さに触れていたので、あの人たちを描こうと思った
そうです。アトリエの大きな鏡の前でポーズをとり
ながら、何度も描き直し、工夫を重ね、完成しまし
た。日本語のセンス抜群の内田莉莎子さんが「うん
とこしょ　どっこいしょ」という掛け声を入れてくだ
さったことで、子どもたちもいっしょにかぶを引っ張
れるようになりました。

株式会社 福音館書店
こどものとも第一編集部編集長

関根里江さん

▶出版社紹介
福音館書店

『ぐりとぐら』などのロングセラー絵本を
刊行する児童書専門出版社。

 『はらぺこあおむし』
絵本『はらぺこあお
むし』は1969年に
アメリカの絵本作
家エリック・カール
さんによって生み出
されました。美しい
コラージュ技法と虫食い穴に似せた穴あきしかけ
絵本は大人の読者にも魅力的な一冊ですが、あお
むしが好きなものをたくさん食べてやがて美しい蝶
になるというシンプルなお話は、食べることが大好
きでいつか大きくなることを夢見る子どもたちの心
を強くとらえました。日本でも多くの子どもたちに愛
されていますが、世界中の子どもたちがこの本を好
きだという事実は、「子どもは国を問わずどこでも
同じ」ということを何よりもよく物語っていると思い
ます。永く読まれてほしい一冊です。

▶出版社紹介
偕成社

1936年創業の児童書専門出版社。
多くのロングセラーを刊行。

株式会社 偕成社 
社長

今村正樹さん

 『わたしのワンピース』
西巻茅子先生の代表作
で、2019年に50周年を迎
えました。初版の頃は昔
話や名作に絵を付けて絵
本の形にしたものが主流
の時代で、絵がお話を軽
やかに語っていくこの絵本は、多くの大人に理解さ
れなかったそうです。でも数年たった頃から、「図
書館でいつも貸出中で棚にない本」として新聞に
紹介され、徐々に広まっていきました。つまり、大人
が理解できなかったこの本を、子どもたちはちゃん
とわかって、選んでくれていたのです。
　天から振ってきた白いワンピースは、自然の中で、
花模様、水玉模様、草の実模様と柄が変わっていき
ます。自然と一体になって遊ぶ子どもたちには、国の
違いを超えて、共感できるところが多いのでしょう。

株式会社 こぐま社
編集長

関谷裕子さん

▶出版社紹介
こぐま社

創業53年の創作絵本中心の出版社。
ロングセラーを大切にしています。

絵本を届ける運動　　 周年特 集

海
外
で
愛
さ
れ
る
絵
本
に
込
め
ら
れ
た
想
い

受
け
取
る
想
い

絵
本
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
へ

　
私
は
1
9
9
6
年
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
開

催
し
た
図
書
館
研
修
を
受
講
し
、
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。こ
の
時
初
め
て
絵
本
を
手
に

し
、お
は
な
し
の
読
み
方
を
教
わ
り
、な
ぜ

図
書
館
と
絵
本
が
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な

の
か
を
学
び
ま
し
た
。研
修
終
了
後
、私
は

毎
日
お
は
な
し
会
を
続
け
ま
し
た
。こ
の
時

の
実
践
が
私
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
校
長
と
な
っ
た
今
も
伝
え
続
け
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
本
を
読
む
と
学
び

が
深
く
な
り
ま
す
。
本
を
読
ま
な
け
れ
ば

目
が
な
く
働
く
よ
う
な
も
の
」
だ
と
。

　
こ
の
よ
う
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
背
景

に
は
、
ポ
ル
ポ
ト
時
代
を
生
き
延
び
た
私

の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　
1
9
7
5
年
の
あ
る
日
、
家
族
バ
ラ
バ

ラ
で
プ
レ
ア
ヴ
ィ
ヒ
ア
州
に
強
制
移
住
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
常
が
突

然
奪
わ
れ
、
私
は
同
年
齢
の
子
ど
も
た
ち

と
夜
中
ま
で
米
を
育
て
る
よ
う
に
言
い
渡

さ
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
な
ぜ

こ
こ
で
米
を
育
て
る
の
か
、
誰
の
た
め
に

働
い
て
い
る
の
か
な
ど
、
疑
問
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
質
問
を
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
自
分
の
考
え
を
口

に
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。
口
に

し
た
人
は
突
然
い
な
く
な
り
、
帰
っ
て
く

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
時
、
人
々
が
瞬
間
的
な
感
情
で

し
か
生
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
い
か
に
学
び
、
考

え
る
こ
と
が
大
切
か
を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

に
は
本
を
読
む
こ
と
で
考
え
を
深
め
る
こ

と
、
生
き
る
指
針
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
絵
本
は
欠
か
せ
な
い
存

在
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

絵
本
を
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
ぐ
先
生
の
思
い

ダ
イ
ア
ッ
ト
小
学
校

ノ
ッ
・
ケ
ム
・
シ
ア
ン
校
長

　 

聞
き
手

：

広
報
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
課

　 

　
　
　
　
課
長
　
鈴
木
晶
子
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ま
ず
は
絵
本
を
手
に
取
ろ
う
。
絵

本
の
扉
か
ら
何
か
が
始
ま
る
。
扉
を

開
い
て
中
を
進
む
う
ち
に
、
あ
っ
と

い
う
間
に
そ
の
世
界
に
入
っ
て
い

く
。
そ
こ
で
は
主
人
公
に
な
っ
た

り
、
発
見
し
た
り
、
体
験
を
す
る
の

だ
。
そ
し
て
本
を
閉
じ
る
時
に
、
冒

険
か
ら
戻
っ
て
く
る
。
そ
の
後
も
、

繰
り
返
し
開
い
て
は
、
飽
き
る
ま
で

何
度
も
体
験
し
て
良
い
の
だ
。
こ
う

し
て
絵
本
の
世
界
を
じ
っ
く
り
過
ご

す
こ
と
が
大
事
な
始
ま
り
だ
。

　
誰
か
が
読
ん
で
く
れ
た
ら
絵
を

た
っ
ぷ
り
と
味
わ
え
る
。
自
分
で
文

字
を
読
ん
で
い
け
ば
、
行
き
つ
戻
り

つ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
本
の
世
界
を

過
ご
せ
る
。
絵
本
の
楽
し
み
方
も

多
様
だ
。
み
ん
な
と
一
緒
に
読
ん
で

も
ら
う
、
二
人
で
読
み
あ
う
、
大
切

　
絵
本
を
創
作
し
、
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
活
動
を
始
め
て
28
年
に
な
り

ま
す
。
時
々
、
絵
本
に
つ
い
て
の
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
中
で
こ
ん
な
質
問
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
お
も
ち
ゃ
や
ア

プ
リ
、
テ
レ
ビ
や
D
V
D
で
も
絵
本

の
代
替
に
な
る
の
で
は
？
」

　
そ
れ
ぞ
れ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と

し
て
も
教
育
に
於
い
て
も
良
さ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
「
絵
本
の
代
替
」
に

は
な
り
得
ま
せ
ん
。
絵
本
の
い
い
と
こ

ろ
は
自
由
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
関
わ

れ
る
と
こ
ろ
。
そ
こ
に
広
が
る
世
界
を

行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
想
像
や

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

「
想
像
す
る
余
地
」が
た
っ
ぷ
り
あ
る

の
で
、
同
じ
絵
本
で
も
人
に
よ
っ
て
感

じ
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

な
人
の
膝
の
上
で
読
ん
で
も
ら
う
、

言
葉
を
声
に
出
し
て
読
む
、
一
人
で

じ
っ
く
り
静
か
に
読
む
。
絵
の
味
わ

い
方
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
読
ん
で
も
ら

い
な
が
ら
絵
を
じ
っ
く
り
見
る
、
絵

を
見
な
が
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
語
り

合
う
、
絵
だ
け
の
世
界
で
冒
険
す

る
。
読
む
人
、
絵
を
見
る
人
、
一
人

で
も
二
人
で
も
大
勢
で
も
変
わ
る
。

　
絵
本
の
力
は
無
限
大
だ
。
文
字
を

知
る
こ
と
、
言
葉
の
使
い
方
を
知
る

こ
と
、
新
し
い
世
界
を
知
る
こ
と
、
共

に
体
験
す
る
こ
と
、
思
い
出
す
こ
と
。

本
の
味
わ
い
方
も
美
味
多
彩
だ
。

　
世
界
で
発
行
さ
れ
た
絵
本
を
見
る

と
、
色
使
い
や
絵
か
ら
そ
の
地
域
の

生
活
や
文
化
が
見
え
て
く
る
。
絵
を

じ
っ
く
り
見
て
い
る
と
世
界
中
を
旅

行
し
て
い
る
気
分
に
な
る
。
絵
本
を

　
今
や
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
常
に
他
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
時

代
。「
つ
な
が
る
」
こ
と
は
大
事
な

こ
と
で
す
が
、
一
人
に
な
り
自
分
自

身
と
つ
な
が
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
自
分

と
対
峙
す
る
時
間
は
人
を
成
長
さ
せ

ま
す
。
絵
本
は
そ
ん
な
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
、
自
分
と
繋
が
る
時
間

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

　
絵
本
を
見
た
り
読
ん
だ
り
し
て
い

る
と
き
、
心
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に

動
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
心
の
ス
ト

レ
ッ
チ
。
体
と
同
様
、
ス
ト
レ
ッ
チ

は
心
の
筋
肉
を
鍛
え
、
し
な
や
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
絵
本
は
時
に

好
奇
心
を
刺
激
し
、
新
し
い
世
界
の

扉
を
開
い
て
く
れ
た
り
も
し
ま
す
。

　
か
こ
さ
と
し
さ
ん
も
シ
ャ
ン
テ
ィ

通
じ
て
想
像
の
世
界
を
思
い
切
り
楽

し
み
、
実
際
の
世
の
中
を
知
り
、
自

由
に
行
き
来
で
き
る
。
絵
本
の
世
界

を
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
そ
の
豊
か
な
冒

険
や
体
験
を
重
ね
た
ら
、
実
際
の
世

界
も
勇
気
を
も
っ
て
旅
立
つ
こ
と
が

出
来
る
の
だ
。

　
無
限
の
可
能
性
が
手
の
上
に
乗
る

紙
の
束
か
ら
広
が
り
、
共
に
過
ご
せ

る
時
間
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
絵

本
は
そ
れ
自
身
が
時
を
超
え
て
生
き

続
け
、
冒
険
が
で
き
る
魔
法
の
バ
ト

ン
な
の
だ
。

　
人
が
い
て
こ
そ
絵
本
が
生
き
る
、

絵
本
が
あ
る
か
ら
こ
そ
人
が
つ
な
が

る
。
絵
本
と
い
う
バ
ト
ン
を
受
け
取

り
、
絵
本
の
世
界
を
体
験
し
、
ま
た

次
へ
手
渡
す
。
あ
な
た
は
そ
の
一
人

な
の
だ
。

の
本
『
わ
た
し
は
10
歳
、
本
を
知
ら

ず
に
育
っ
た
の
。』
の
巻
末
の
詩
の
中

で
「
本
は
友
達
、
お
母
さ
ん
、
コ
ッ

ク
さ
ん
や
先
生
で
も
あ
り
、
お
父
さ

ん
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
本
に

は
そ
の
よ
う
な
役
割
を
担
え
る
力
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
本
と
の
出
会
い

は
血
肉
と
な
り
、
生
き
る
力
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
子
ど
も
た

ち
の
周
り
に
当
た
り
前
に
本
が
あ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
本
と
子
ど

も
た
ち
を
つ
な
ぐ
存
在
で
す
。

　
絵
本
作
家
と
し
て
こ
の
世
に
本
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す

が
、
絵
本
の
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
本
と
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぐ
担

い
手
の
一
人
で
も
あ
り
た
い
と
強
く

思
う
の
で
す
。

私のお気に入り★★★★★ 私のお気に入り★★★★★

『みずとは なんじゃ？』（小峰書店）
作・かこさとし／絵・鈴木まもる

「水は忍者」のように変化し、身体を巡り、
生活を守る。地球の生命を守るため、未来
へ手渡す絵本のバトン。

『世界の童話』シリーズ（小学館）
子どもの頃、母が買い揃えてくれた
シリーズで、初山滋、安野光雅、高
畠華宵もこれで出会いました。間違
いなく私の血肉になっています！

子どもたちと絵本をつなぐ人たちに聞く

絵本が持つ普遍性
絵本を届ける運動　　 周年特 集

静岡県生まれ。『ペンギン
の本』で講談社出版文化
賞受賞。主な作品に『K・
スギャーマ博士の動物図
鑑』（絵本館）、『ほんちゃん』

（偕成社）『さぁ、てをだし
て』（アリス館）など多数。
ワークショップも精力的に
活動中。

ス
ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ
さ
ん

01
絵本の普遍性

科学の本の読み聞かせの
会「ほんとほんと」、科学
読物研究会。東京子ども
図書館お話講習会28期修
了、JPIC読書アドバイザー
16期。子ども図書館での
経験を機に、学校図書館
の役割、絵本と体験を結
ぶ活動に興味を持つ。

高た
か

宮み
や

光み
つ

江え

さ
ん

02
絵本の普遍性

図書館 絵本作家
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東
日
本
大
震
災
か
ら
2
週
間
後
、

私
は
手
に
で
き
た
数
冊
の
絵
本
と
と

も
に
避
難
所
の
体
育
館
に
入
っ
て

い
っ
た
。
途
端
に
「
あ
っ
、
こ
ろ
り

ん
が
来
た
」
バ
タ
バ
タ
と
足
音
を

響
か
せ
て
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て

く
る
。
不
安
・
安
堵
・
悲
し
み
・
期

待
、
様
々
な
感
情
が
入
り
混
じ
り
、

ど
の
子
も
す
が
り
つ
く
よ
う
な
眼
差

し
だ
っ
た
。

　
促
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
寒
い
避
難
所

の
一
角
で
読
み
聞
か
せ
お
は
な
し
会

を
始
め
た
。
す
る
と
1
冊
読
み
終
え

る
毎
に
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
本
の

面
白
さ
に
つ
い
て
口
々
に
語
り
始
め

る
の
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
「
も
っ
と

読
ん
で
」
の
連
続
。
こ
ん
な
状
況
下
で

お
は
な
し
に
聞
き
入
る
子
ど
も
た
ち

を
見
な
が
ら
、
私
は
で
き
る
限
り
の

　
絵
本
は
ま
だ
十
分
に
文
字
の
読
め

な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
も
の
と

な
る
た
め
に
は
文
字
を
読
ん
で
く
れ
る

大
人
の
存
在
が
必
要
で
す
。
電
源
を

入
れ
れ
ば
用
意
さ
れ
た
番
組
を
映
し

だ
す
テ
レ
ビ
と
は
違
い
、
面
倒
な
関
係

を
要
求
す
る
媒
体
な
の
で
す
。
絵
本

は
読
み
手
と
聞
き
手
が
い
て
初
め
て

完
成
す
る
も
の
で
、
大
人
と
子
ど
も
が

時
間
と
場
所
を
共
有
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
多
く
の
方
が
好
き
だ
っ
た
絵
本
を

思
い
出
す
と
き
、
絵
本
を
読
ん
で
く

れ
た
人
の
声
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
同
時
に
思
い
浮
か
べ
て
い
る
と
思

い
ま
す
し
、
そ
れ
自
体
が
絵
本
そ
の

も
の
の
存
在
を
超
え
た
幸
福
な
記
憶

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

支
援
活
動
を
し
よ
う
と
覚
悟
し
た
。

　
ま
ず
、
避
難
所
で
の
お
は
な
し

会
、
そ
し
て
絵
本
を
届
け
る
移
動
図

書
館
事
業
、
高
齢
者
ら
が
子
ど
も
へ

の
読
み
聞
か
せ
を
試
み
る
事
業
な

ど
、
8
年
を
越
え
る
復
興
支
援
活
動

は
い
ず
れ
も
絵
本
の
力
を
届
け
る
展

開
か
ら
企
画
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
子
ど
も
は
絵
本
を
入
口
に
、
そ
こ
に

繰
り
広
げ
ら
れ
る
物
語
の
世
界
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
い
る
。
無
限
に
広
が
る

魅
力
的
な
世
界
で
、
心
を
解
放
し
て

縦
横
無
尽
に
飛
び
回
っ
て
遊
ぶ
の
だ
。

そ
こ
で
、
勇
気
や
希
望
や
夢
を
か
な
え

て
力
を
得
る
。
も
と
も
と
子
ど
も
の
心

の
奥
に
備
わ
っ
て
い
る
生
命
力
が
物

語
の
世
界
を
疑
似
体
験
し
な
が
ら
立

ち
上
が
っ
て
く
る
感
じ
だ
。

　
こ
の
絵
本
の
楽
し
み
は
、
国
を
越

し
ょ
う
か
。
私
の
家
に
は
あ
ま
り
絵

本
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ

で
も『
ち
い
さ
な
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
』

や『
こ
ね
こ
の
ね
る
』を
見
る
と
今
で

も
、
そ
れ
ら
を
読
ん
で
く
れ
た
母
の

声
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。「
子
ど

も
に
絵
本
を
」と
い
う
掛
け
声
の
中

に
は
、「
学
習
に
役
立
つ
」や「
心
を
育

て
る
」と
い
っ
た
将
来
を
見
越
し
た
大

人
の
思
惑
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
姿

勢
で
絵
本
を
与
え
る
こ
と
自
体
が
子

ど
も
を
本
嫌
い
に
す
る
可
能
性
を
含

ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
絵
本

を
読
む
と
き
は
目
の
前
に
い
る
子
ど

も
と
の
時
間
を
楽
し
む
こ
と
が
何
よ

り
大
事
で
す
。
幸
福
な
絵
本
体
験
が

い
つ
か
子
ど
も
の
中
に
本
に
対
す
る

興
味
と
信
頼
を
育
む
こ
と
を
信
じ
て

え
て
共
通
す
る
。
岩
手
県
大
船
渡
市

の
子
ど
も
た
ち
2
0
0
人
が
毎
年
絵

本
を
2
0
0
冊
作
り
、
ア
ジ
ア
に
届

け
る
と
い
う
活
動
を
7
年
間
続
け
て

き
た
。
そ
の
間
、
自
分
で
も
届
け
先

を
訪
問
し
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
が

ど
ん
な
に
喜
ん
で
い
る
か
を
見
聞
き

し
、
大
船
渡
市
の
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ス
ラ
ム

で
の
学
習
環
境
、
国
境
山
岳
地
帯
の

ミ
ャ
ン
マ
ー（
ビ
ル
マ
）難
民
キ
ャ

ン
プ
の
生
活
状
況
、
そ
し
て
、
絵
本

の
役
割
は
何
か
を
。

　
会
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
友
達
。

同
じ
地
球
上
で
同
じ
時
代
を
生
き
る

友
達
。
絵
本
の
楽
し
さ
を
知
る
子
ど

も
同
士
が
絵
本
で
つ
な
が
る
こ
の
活

動
は
明
る
い
未
来
を
照
ら
す
光
で
あ

る
と
考
え
る
。

い
ま
す
。

　
絵
本
は
時
空
を
超
え
て
大
人
か
ら

子
ど
も
へ
手
渡
さ
れ
た
宝
物
で
す
。

1
0
0
年
前
の
イ
ギ
リ
ス
で
一
人
の

子
ど
も
に
向
け
て
描
か
れ
た
『
ピ
ー

タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』
が
、

今
で
も
日
本
の
子
ど
も
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
の
が
そ
の
証
拠

−

。

優
れ
た
絵
本
は
ま
だ
身
の
回
り
の
小

さ
な
世
界
し
か
知
ら
な
い
子
ど
も
た

ち
に
、
世
界
は
大
き
く
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

本
は
友
人
で
あ
り
先
生
で
も
あ
り
、

複
雑
な
人
間
関
係
や
社
会
の
こ
と

を
考
え
始
め
る
思
春
期
に
は
強
い
味

方
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
本
を
一
生
の
友
だ
ち
に
で
き
る

か
、
絵
本
は
そ
の
入
り
口
に
あ
る
と

て
も
大
切
な
存
在
な
の
で
す
。

私のお気に入り★★★★★ 私のお気に入り★★★★★

『とべ バッタ』（偕成社）
作・田島征三

大胆な筆遣いから力強く突き進むバッタの
懸命さを感じます。自分では気づいていな
い自身の可能性に希望を見いだす物語。

『ちいさいおうち』（岩波書店）
作・バージニア・リー・バートン
訳・いしいももこ

「おうち」は静かにたたずんであらゆる変化
を受け入れます。だからこそこの結末は読
者の心に幸福と感動を呼び起こすのです。

子どもたちと絵本をつなぐ人たちに聞く

絵本が持つ普遍性絵本を届ける運動　　 周年特 集

約１万5000冊をそろえた
子どもの本の専門店「教
文館ナルニア国」の店長。
児童書専門店勤務や大型
書店の児童書担当を経て、
「ナルニア国」の立ち上げ
にかかわる。

川か
わ

辺べ

陽あ
き

子こ

さ
ん

03
絵本の普遍性

岩手県大船渡市生まれ。
NPO法人おはなしころりん
理事長。団体は30歳代か
ら80歳代の会員44名と賛
助会員約100名で構成。地
方の普通のおばちゃんたち
という特徴を強みに地元
に活動を浸透。行政施設
の管理・運営の業務を受
託。絵本専門士。

江え

刺さ
し

由ゆ

紀き

子こ

さ
ん

04
絵本の普遍性

児童書
専門店

NPO法人
理事長
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私
が
初
め
て
関
わ
っ
た
図
書
館

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
伝
統
的
な

日
干
し
レ
ン
ガ
と
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

配
布
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
製
の

屋
根
で
、
6
畳
く
ら
い
の
一
室
に
、

50
冊
ち
ょ
っ
と
の
日
本
の
絵
本
と
、

紛
争
で
ほ
と
ん
ど
が
焼
か
れ
た
中

か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
た
数
種
類
の

本
と
、
N
G
O
な
ど
が
復
刻
し
た
本

な
ど
を
か
き
集
め
て
、
手
作
り
の
図

書
棚
に
並
べ
た
簡
素
な
も
の
で
し

た
。
入
り
口
に
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
で

“
図
書
館
”
と
い
う
意
味
の
「
キ
タ

ブ
カ
ナ
」
と
書
い
た
白
い
看
板
を
掲

げ
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
紛

争
が
よ
う
や
く
終
結
し
、
学
校
へ

行
っ
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も
ば
か

り
。
絵
本
を
見
る
こ
と
も
初
め
て
の

子
ど
も
た
ち
が
、
本
に
ど
ん
な
興
味

を
示
す
の
か
、
毎
朝
、
近
所
の
子
ど

も
た
ち
が
や
っ
て
く
る
の
を
待
ち
ま

し
た
。
図
書
館
ど
こ
ろ
か
学
校
に
も

行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
子
ど
も
の
居

場
所
も
な
い
中
、
子
ど
も
た
ち
は
興

奮
し
て
、
本
棚
は
倒
さ
れ
、
絵
本
は

た
ち
を
集
め
た
ら
収
拾
が
つ
か
ず

大
変
な
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
心
配
し

て
い
た
近
所
の
お
じ
さ
ん
た
ち
も

そ
の
様
子
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し

た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た

ち
に
も
絵
本
の
力
が
効
い
た
！
と

こ
れ
を
機
に
、
長
年
閉
校
し
て
い
た

学
校
が
再
開
さ
れ
た
際
に
絵
本
、

図
書
館
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま

し
た
。
い
つ
し
か
、
学
校
の
方
か
ら

「
ぜ
ひ
絵
本
を
使
い
た
い
」
と
依
頼

が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
民

族
、
宗
教
を
超
え
て
絵
本
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
羽
ば
た
い
て
い
っ

た
の
で
す
。
子
ど
も
の
頃
よ
く
読
ん

で
い
た
絵
本
が
、
遠
く
離
れ
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
読
ま

れ
て
い
る
の
は
と
て
も
不
思
議
な
感

覚
で
し
た
。

　

悪
環
境
の
生
活
や
治
安
不
安
の

中
で
、
子
ど
も
の
顔
は
こ
ん
な
に
も

険
し
く
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
驚
き

と
、
光
を
失
っ
た
目
が
絵
本
の
物
語

に
吸
い
込
ま
れ
て
再
び
輝
く
瞬
間

に
私
自
身
が
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
、
そ

ん
な
経
験
を
タ
イ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

宙
に
舞
い
、
と
て
も
収
拾
が
つ
か
な

い
状
態
で
し
た
。
こ
れ
で
は
、
貴
重

な
絵
本
が
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
一
旦
本
棚
は
し
ま
い
、

1
冊
ず
つ
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
絵
本
を
読
む

場
所
を
決
め
、
子
ど
も
た
ち
に
並

ん
で
座
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
一
苦
労

で
す
。
さ
あ
読
も
う
！
と
す
る
と

子
ど
も
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
前
の

め
り
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
け
ん

か
を
始
め
た
り
。
そ
れ
で
も
め
げ
ず

に
練
習
を
重
ね
た
髭
面
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
人
職
員
が
大
声
を
張
り
上

げ
て
絵
本
を
読
み
始
め
ま
す
。
す

る
と
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
目
が
一

斉
に
吸
い
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
絵

本
を
見
入
り
ま
す
。
み
な
声
を
静

め
、
お
話
し
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
て
い
く
の
で
す
。
何
回
か
お
話
し

会
を
開
催
す
る
と
、
何
も
言
わ
な

く
て
も
大
き
な
子
が
小
さ
な
子
を

な
だ
め
、
早
く
読
ん
で
も
ら
い
た
い

と
大
人
が
言
わ
な
く
て
も
並
ん
で

座
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
待

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
子
ど
も

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
で
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
一
つ
一
つ
の
動
作
が
お
話

し
の
次
の
展
開
へ
の
想
像
力
を
よ

り
掻
き
立
て
る
絵
本
は
、
時
に
教

育
の
機
会
を
広
げ
、
子
ど
も
た
ち

が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力

を
養
い
、
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添

い
、
限
ら
れ
た
環
境
の
中
で
も
子
ど

も
た
ち
の
世
界
観
を
広
げ
て
い
く

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

絵
本
は
、
学
校
の
教
育
現
場
は

も
ち
ろ
ん
、
学
校
外
教
育
の
場
、
成

人
教
育
の
場
で
も
活
用
さ
れ
、
紛

争
国
や
紛
争
後
国
や
貧
困
地
域
、

少
数
民
族
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
自
然

災
害
な
ど
で
被
災
し
た
地
域
な
ど

多
様
な
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
絵
本
の
持
つ

力
を
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

届
け
た
い
と
願
う
と
と
も
に
、
皆
様

と
共
に
絵
本
の
可
能
性
を
こ
れ
か

ら
も
探
求
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

国や時を越えても
変わらない

絵本の力
シャンティ国際ボランティア会
事務局長

山本英里

絵本を届ける運動　　 周年特 集



隼
、
鹿
と

ね
ず
み

そ
れ
を
聞
い
た
ね
ず
み
は
と

て
も
悲
し
く
な
っ
て
言
い
ま

し
た
。「
僕
は
小
さ
く
っ
て

弱
い
っ
て
？ 

い
つ
か
君
た
ち

だ
っ
て
僕
を
必
要
と
す
る
と
き

が
く
る
さ
。」
隼
と
鹿
は
ね
ず

み
を
笑
い
飛
ば
す
と
去
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
お
腹
が
す
い
た
隼
と

鹿
は
森
に
出
か
け
ま
し
た
。
森

に
着
く
と
、
鹿
は
猟
師
の
仕
掛

け
た
罠
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
鹿
は
助
け
を
求
め
、
森

の
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
が

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
助
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

2

19 18

世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
　
2
0
0
5
年

シ
ャ
ン
テ
ィ
出
版
絵
本

28

隼
と
鹿
は
ね
ず
み
に
お
礼
を
言

う
と
仲
間
は
ず
れ
に
し
た
こ
と

を
謝
り
ま
し
た
。
そ
し
て
再
び

仲
良
く
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。

あ
る
と
こ
ろ
に
隼
と
鹿
と
ね
ず

み
が
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
隼
は

鹿
に
言
い
ま
し
た
。「
ね
ず
み

は
小
さ
く
て
何
も
で
き
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
僕
た
ち
二
人
で
仲

良
く
暮
ら
そ
う
。
ね
ず
み
は
必

要
な
い
よ
。」

1

3

ね
ず
み
は
隼
に
「
早
く
森
へ
連

れ
て
い
っ
て
く
れ
。」
と
隼
と

一
緒
に
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
ね

ず
み
は
鹿
の
と
こ
ろ
へ
い
く
と

罠
を
歯
で
ち
ぎ
り
は
じ
め
ま
し

た
。
ね
ず
み
は
鹿
を
助
け
だ
し

ま
し
た
。 5

6

そ
の
と
き
、
隼
は
ね
ず
み
の
こ

と
を
思
い
出
し
、
ね
ず
み
の
家

へ
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
隼
は

鹿
が
罠
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
話
し
、
ね
ず
み
に
助
け

を
求
め
ま
し
た
。

4



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL
To 日本の皆さん　From 活動の現場

21

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
活
動
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

アフガニスタンでは、和平に向けた協議が続く一方で、
現在もテロが多発し、人 は々希望と不安を抱えて過ご
しています。アフガニスタン事務所では、帰還民や国
内避難民を対象にした「保護・水衛生事業」を新たに
開始し、緊急支援と教育の長期的発展のためのプロ
ジェクトを進行しています。

子
ど
も
た
ち
の
地
域
性

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
パ
シ
ャ
。
こ
ん
な
何
気
な
い
写

真
を
撮
る
時
に
、
地
域
性
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
都
市
部
で
す
と
、
大
き
な
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
私
を
見
つ

け
る
と
面
白
が
っ
て
近
寄
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
は
に
か
む
よ
う
に
し
て
目
を
そ
ら
す
地

域
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ラ
オ
ス
の
山
間
部
。
ド
キ
ッ
と

し
た
表
情
を
見
せ
、
恥
ず
か
し
げ
に
俯
い
て
し
ま
う
。
外

部
と
の
接
触
が
少
な
い
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
外
国

人
に
慣
れ
て
い
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
私
が
よ
っ
ぽ
ど
不

審
に
う
つ
る
の
か
？

　
時
に
は
ワ
ー
と
陽
気
（
？
）
な
は
し
ゃ
ぎ
声
を
出
し
な

が
ら
隠
れ
て
し
ま
う
事
も
。
さ
あ
、
追
い
か
け
っ
こ
の
始

ま
り
で
す
。
蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
駆
け
出
し
た
子

ど
も
た
ち
を
、
40
過
ぎ
の
お
じ
さ
ん
が
追
い
か
け
る
姿
は

喜
劇
そ
の
も
の
で
す
。

上：ラオスの山岳部へ絵本を届けるシャンティの車
下：追いかけっこに夢中になるラオスの子どもたち

ラオス山岳地域の小学
校に移動図書館がやっ
てきた。笑顔の花を咲
かせる子どもたち。

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。
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東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo
クラフトエイド課

髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

経理課

瀧 龍太郎さん
たき  りゅうた  ろう

東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo

クラフトエイド課  髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

Shanti@Tokyo東京事務所の
活動をレポート！

　

海
外
事
務
所
の
収
支
状
況
や
予

算
の
管
理
、
公
的
資
金
の
収
支
報

告
作
成
と
会
計
監
査
対
応
、
送
金

管
理
や
海
外
所
長
会
議
で
の
提
案
、

海
外
の
現
地
経
理
職
員
へ
の
財
務

経
理
上
の
指
導
な
ど
が
私
の
主
な

27 26

弱
者
に
寄
り
添
い
救
済
す
る
団
体
と
し
て

事
業
を
継
続
す
る
た
め
ど
う
貢
献
で
き
る
か

各事務所へ出張して
経理についてレクチャー　
経理に関する最新情報を共有するため、
各国事務所へ出張しています。現地スタッ
フと対面し、ルールやマニュアルの改訂な
ど、経理に関する細かな変更を伝え、経
理処理のアドバイスなどを行っています。

現地事務所の自立をサポート
現地事務所が国内で活動報告や支援を呼びかけら
れるよう、現地事務所だけで会計監査をしたり、会
計報告や決算書を作成したりできるようサポートを
しています。

Hot Topics

業
務
で
す
。
当
初
、
国
際
協
力
の
世

界
を
知
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
参
加

で
し
た
が
、
現
在
は
経
理
の
幅
広
い

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

PROFILE
瀧 龍太郎さん

監査法人で勤務の際にシャンティ
を担当。その後、フィリピン駐在
と民間会社出向を経て退職後、ボ
ランティアとしてシャンティの活動
に参加し、2016年に入職。

　
海
外
事
務
所
と
の
や
り
と
り
が
多

く
、
現
地
経
理
担
当
者
と
の
意
思
疎

通
を
丁
寧
か
つ
、
ま
め
に
と
る
こ
と

を
常
に
意
識
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
不
明
点
が
あ
っ
た
際
に
は
、

正
論
だ
け
で
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

相
手
の
立
場
を
尊
重
し
つ
つ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

調
整
を
進
め
ま
す
。
様
々
な
経
理
上

の
相
談
に
対
し
て
、
私
が
出
し
た
回

答
を
納
得
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
が
仕
事
の
充
実
感
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　
入
職
当
時
は
、
経
理
や
財
務
諸
表

や
会
計
の
知
識
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
こ
れ
ほ

ど
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
来
、
弱
者
に

寄
り
添
い
救
済
す
る
こ
と
が
目
的
の

組
織
が
、
採
算
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、

弱
者
を
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
な

い
か
、
悩
む
こ
と
も
あ
り
、
難
し

い
課
題
で
す
。
政
府
資
金
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

へ
支
援
増
額
が
決
定
し
、
私
た
ち
の

活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
今
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
資
金
調
達
の
幅
も
広
が
り
、

民
間
企
業
か
ら
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
飛
び
込

む
多
様
な
人
材
も
増
え
る
は
ず
で
す
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
を
健
全
に
維
持

す
る
た
め
に
自
分
が
ど
こ
ま
で
貢
献

で
き
る
か
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

出張には、持ち運びできるプリンター
を持参しています。事務所のプリン
ターを借りたり、ネットワークに繋いだ
りする手間を省き、すぐに必要な経理
書類を印刷できるので重宝しています。

瀧さんのお気に入りアイテム

 ［携帯用プリンター］
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2
0
1
9
年
4
月
か
ら
、
母
校

の
奈
良
大
学
で
司
書
課
程
の
教

員
を
し
て
い
ま
す
。
1
9
8
6
年

に
大
学
を
卒
業
後
、
民
間
企
業
勤

務
を
経
て
、
1
9
8
7
年
か
ら
大

阪
府
豊
中
市
立
図
書
館
で
司
書

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
1
9
9
8
年
10
月
か

ら
は
、
滋
賀
県
旧
永
源
寺
町
の
図

書
館
準
備
室
で
新
た
な
図
書
館

整
備
の
仕
事
を
２
年
間
し
た
後
、

2
0
0
0
年
10
月
に
永
源
寺
町
立

図
書
館
を
開
館
さ
せ
ま
し
た
。

　

2
0
0
5
年
2
月
に
は
、
１
市

6
町
に
よ
る
市
町
村
合
併
に
よ

り
東
近
江
市
立
永
源
寺
図
書
館

と
な
っ
た
図
書
館
で
勤
務
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
2
0
0
6
年
に

同
市
八
日
市
図
書
館
、
2
0
0
8

年
に
は
同
市
能
登
川
図
書
館
に

異
動
、
2
0
0
9
年
に
再
び
永
源

寺
図
書
館
に
戻
り
、
開
館
10
周
年

記
念
事
業
を
企
画
、
開
催
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
2
0
1
1
年
4
月
か

ら
は
、
ご
縁
が
あ
っ
て
岡
山
県
瀬

戸
内
市
の
新
図
書
館
館
長
候
補
者

と
し
て
転
籍
し
、
新
図
書
館
整
備

の
仕
事
や
学
校
図
書
館
を
は
じ
め

と
し
た
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
な
ど
の
業
務
に
も
あ
た
り
ま

し
た
。
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
基

本
計
画
策
定
や
設
計
案
の
調
整
な

ど
、
丁
寧
な
図
書
館
づ
く
り
を
進

め
た
結
果
、
2
0
1
6
年
6
月
１

日
に
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
も
み
わ

広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
図
書
館
経
営
や
図

書
館
論
に
関
心
が
あ
り
、
在
野
で

の
研
究
や
非
常
勤
講
師
と
し
て

教
育
の
仕
事
に
も
少
し
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
時
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
広
報
課

長
で
あ
ら
れ
た
鎌
倉
幸
子
さ
ん
と

知
人
を
通
し
て
お
は
な
し
さ
せ
て

頂
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
東
北
で

の
「
走
れ
東
北
！
移
動
図
書
館
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
軌
道
に
乗
せ
ら

れ
た
ぐ
ら
い
の
時
期
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
事
務
所

で
色
々
な
セ
ク
シ
ョ
ン
の
方
々
を

紹
介
頂
い
て
、
み
な
さ
ん
の
お
仕

事
の
こ
と
も
伺
っ
て
、
自
分
も
何

か
の
形
で
支
援
の
輪
に
交
ぜ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

人
間
、
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生

き
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
あ
る

い
は
生
き
た
い
よ
う
に
生
き
た
結

果
、
幸
福
と
い
う
心
象
に
つ
な
が

る
、
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
。
「
学

び
」
や
「
仕
事
」
は
、
そ
う
し
た

結
果
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、

世
の
中
に
あ
っ
て
ほ
し
い
。
少
な

く
と
も
、
自
分
が
か
か
わ
る
仕
事

は
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
々
の
幸

せ
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
幸
福
に

つ
な
が
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
し

た
い
、
と
い
う
の
が
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
で
す
。

82

長
年
、
図
書
館
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
、
図
書

館
経
営
や
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
嶋
田
様
に
、
人
々
の
可

能
性
を
応
援
す
る
本
や
図
書
館
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

1
9
6
3
年
大
阪
生
ま
れ
。
豊
中
市
立
図
書
館
、
滋
賀

県
旧
永
源
寺
町
図
書
館
準
備
室
、
東
近
江
市
立
八
日

市
図
書
館
、
能
登
川
図
書
館
、
永
源
寺
図
書
館
な
ど

を
経
て
、
2
0
1
1
年
4
月
、
岡
山
県
瀬
戸
内
市
の
新

図
書
館
開
設
準
備
室
長
に
着
任
。
2
0
1
6
年
6
月
か

ら
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
館
長
。
2
0
1
9
年
4
月
か
ら

奈
良
大
学
文
学
部
教
授
（
司
書
課
程
）。

嶋
田 

学

奈
良
大
学 

文
学
部 

教
授
（
司
書
課
程
担
当
）

　

図
書
館
員
は
、
み
な
さ
ん
が

願
う
人
生
、
こ
う
し
た
い
と
い
う

可
能
性
を
応
援
し
、
役
立
ち
た

い
と
考
え
て
働
い
て
い
ま
す
。
ご

自
分
の
人
生
で
必
要
な
情
報
や
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
解
決
し
た

い
問
題
な
ど
、
遠
慮
な
く
図
書
館

に
持
ち
寄
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
司
書
は
、
図
書
館
に
あ
る

膨
大
な
資
料
や
情
報
か
ら
、
き
っ

と
み
な
さ
ん
の
必
要
と
す
る
「
何

か
」
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

生
き
て
い
く
力
の
大
切
な
も
の

の
一
つ
と
し
て
、「
読
む
こ
と
」を

す
く
い
上
げ
、
特
に
支
援
が
必
要

な
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
絵
本

を
届
け
る
仕
事
、
そ
し
て
、
図
書

館
を
つ
く
る
事
業
を
推
進
し
て
お

ら
れ
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
み
な
さ
ん

に
は
、
言
葉
で
表
現
し
き
れ
な
い

敬
意
を
感
じ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
人
類
と
い
う
仲
間
を
見
据
え

て
い
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
み
な
さ
ん

の
お
仕
事
を
少
し
で
も
応
援
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



遺贈寄付とは、

人生最後の「思い」を、

ご自身のいなくなった後の

社会に残すこと。

自分の歩んできた人生を

肯定しながら、

振り返ることから

終活がはじまります。

終活を通じて何か社会のために

役立つことをしたいという

気持ちを形にする方法の一つが

遺贈寄付です。

なお、終活に関する

社会の関心が高まる中、

本年相続法が改正されるなど、

制度面でも

新しい動きがでています。

人事のお知らせ
●入職

谷島 緑　	 事業サポート課（7/1付）

●退職

永井 新生　	 事業サポート課 海外緊急救援担当（7/29付）

飯嶋 麻里	 地球市民事業課（8/31付）

渡辺 ちひろ	 クラフトエイド課 課長補佐（9/30付）

●組織改編に伴う主な異動（7/1付）

市川 斉	 ミャンマー事務所長

関 尚士	 地球市民事業課長

山本 英里	 事務局長 兼 アフガニスタン事務所長

中原 亜紀	 ミャンマー国境支援事業事務所長

菊池 礼乃	 事業サポート課長

新執行部の就任
■事業サポート課

▼事業サポートチーム	 ▼海外緊急救援

▼企画調査

■クラフトエイド課

■地球市民事業課

▼国内事業展開チーム	 ▼国内緊急救援チーム

■広報・リレーションズ課

▼マーケティングチーム
・絵本を届ける運動	 ・会員・アジアの図書館サポーター
・もので寄付するプロジェクト

▼支援者リレーションチーム	  ▼広報
・宗教担当、法人担当

■経理課

▼財務、経理			  ▼総務・人事室

▼人事・労務、総務・庶務、IT	

東京事務所内の組織改編を行いました

編集後記

2019年7月10日に開催した「中期事業戦略発表会」
にて、2019年から6年間の中期事業計画と、新執行
部の就任を発表いたしました。新執行部の3名が中
心となり、中期事業計画を推進して参ります。

■新執行部
専務理事		  岡本 和幸
事務局長		  山本 英里
アジア地域ディレクター	 八木澤 克昌

シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税、および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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シャンティ遺贈寄付

近年、遺される財産や相続された財産の一部を、
未来を担う子どもたちへの教育を支援する活動
に役に立ててほしいというお申し出をいただくこ
とがございます。遺産・相続財産等のご寄付に関
するお手続きはパンフレットにてご案内しており
ます。ご希望の方には無料でお
送りいたします。また個別のご相
談も受け付けております。
お問い合わせ
広報・リレーションズ課
電話：03-6457-4585

はい
52％

いいえ
48％

遺贈による
寄付ができることを
知っていますか？

30

遺した想いを
子どもたちの未来へ

For the Children's future

アンケート調査からみる
遺贈寄付の意識

現在5人に1人が「遺贈寄付の意向がある」とい
う回答があります。（日本財団「遺贈に関する意
識調査2017」）
シャンティのご支援者様へのアンケートでは、
52％の方が遺贈による寄付ができることを知っ
ていると回答しています。

遺 贈 寄 付

7月にカンボジアとラオスを訪ね、「絵本を
届ける運動」を通じて届けられた絵本が活
用されている様子を見てきました。図書館
には、最近届けた本もあれば、十数年前の
本も。移動図書館車で訪ねた村の子どもた
ちは、我先にと好きな絵本を選び、声に出
して物語を読んでいました。  （召田安宏）


